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情報端末を用いた健康管理機器に関する研究
生活科学課 浦上 晃、塚本吉俊 

1. 背景

高齢社会の到来により、在宅での医療、介護の機会が増

加するとともに、健康管理意識も高まっている。これまで

スマートフォンを中継装置として、手動入力または通信機

能付の健康管理機器（血圧計等）からデータを取得し、デ

ータベースに蓄積するシステムの開発を行ってきた(1)。しか

しながら、通信機能を有する機器は高価で、高齢者には操

作が難しい等の問題がある。

そこで、通信機能を持たない従来機器での測定値を、画

像認識により取得するシステムを開発する。将来的には、

健康管理機器の測定値表示を撮影し、その画像から対象機

器の認識、測定データを取得し、登録するシステムの開発

を目標とするが、本研究では、血圧計の表示画像から数値

データ領域の抽出と認識手法の開発について検討した。

 
2. 実験方法 

  BLE 規格に準拠した通信機能を持つ健康管理機器を用

いたモニタリングシステムの概要を、図 1 に示す。スマー

トフォンを中継装置として、センサゲートウェイを経由し、

健康データをネットワーク上に登録する。データ交換サー

バは、センサゲートウェイと MQTT プロトコルで通信し、

受信メッセージからSQLコマンドを生成し、データ蓄積サ

ーバの操作を行う。スマートフォンにデータ取得した例を、

図2に示す。 

図1 生活モニタリングシステム 

 
 
 
 
 
 
 

図2 健康管理機器からのデータ取得 

 

また、通信機能を持たない健康管理機器のデータでもデ

ータベースに蓄積可能とするため、カメラ画像を用いた安

価な健康情報管理システムを構築する。処理の手順として、 
ⅰ 健康管理機器（血圧計等）を使用 
ⅱ  ⅰの表示画面をスマートフォン等で撮影 
ⅲ ⅱの撮影データを画像認識サーバに送信 
ⅳ 画像処理プログラミングにより、サーバで対象機器、

数値データを認識 
となるが、本研究ではⅳで取得した画像から数値データ領域

を抽出するための画像処理プログラムを検討した。プログ

ラミング言語にはPythonを用いた。 
 

3. 結果及び考察 

Python を用いて画像処理プログラムを作成し、血圧計の

表示画面から数値データ領域の抽出が可能となった（図3）。
スケール変換、2値化、白黒反転、輪郭検出、雛形の数値デ

ータ領域画像との類似度の算出等の工程を踏むことで、デ

ータ領域をより精度よく抽出することができた。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図3 数値データ領域の抽出結果例 
 
4. まとめ 

 本研究では、Python を用いた画像認識プログラムを作成

し、血圧計の表示画面から、数値領域の抽出が可能となっ

た。今後は、対象機器の認識や数値データの意味づけ（最

高、最低等）を行うプログラムの作成、RFIDによる複数利

用者識別システムの開発、登録データの可視化ツールの開

発に取り組む予定である。 
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